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闘疎地方の砕荷
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1はじめに

砕石として全国で生産されている岩石の量は昭和55

年約4億470万トンである(通商産業省の砕石統計年報

昭和55年による)｡これを岩石別にみると次のとおりで

ある.

単位1,000トン

花開岩7,593(1.9%)

閃緑岩3,444(O.9%)

斑糠岩1,545(0.4%)

カンラン岩4,443(1.3%)

斑岩

粉岩

輝緑岩

粗面岩

安山岩

玄武岩

9,349(2.39る)

㈬�����

16,605(4.1ヲる)
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ユ5,828(3.9%)

礫岩

砂岩

頁岩

粘板岩

凝灰岩

片麻岩

蛇紋岩

結晶片岩

その他
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8,006(2.09る)

5,299(1.39る)
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38,744(9.69る)

合計404,700(100%)

すなわち量的にみると砕石としては砂岩安山岩が

圧倒的に多く次いで輝緑岩玄武岩粘板岩粗面

岩カミ重要な岩石である(実際には需要地に最も搬出が便利

で採掘の条件がよく骨材としての性質のよい岩石がより多

く採取されるかそれを岩石種別に集計したものが上に示した

順である一岩種は生産者の中吉に基くもので岩石学的分類

ではない)･その他としてある岩石の岩種およびその構

成比率は石灰石が約80%軟けい石が17%ドロマイ

トが3%である｡

4億470万トンの砕石の生産を通産局別にみると次の

ようになる(砕石統計年報昭和55年による)(単位は1,OOO

トン)･
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関東地方の1都6県の外に新潟長野山梨静岡

の各県を含んでいる･以下の本文では関東地方(1

都6県)の砕石の状況のみを取上げるがこの1都6県の

砕石生産の合計は78,415千トンで全国生産量の19%余

りを担っている.

20,803(5,1ヲる)
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これで判かるように砕石は東京通産局管内の生産が最

も多く全国の1/4を占めている｡東京通産局の管内は

2砕;百と岩宿種

1)砂利と砕拓

砂利と言うのは天然の状態で礫(径2mm以上)砂

(径2m㎜以下)になっている堆積物で採取したまま

又は目的に赤じて節分けしたものをいい河砂利陸

砂利山砂利海砂利に区分されている.河(カワ)

砂利は現在の河川敷内に存在する砂礫陸(オカ)砂利は

旧河川敷で現在は畑地団甫になっている土地の下に存

在する砂礫山(ヤマ)砂利は段丘の砂礫層採掘の容易

な新第三紀の砂礫第四紀の段丘砂礫海(ウミ)砂利は

海浜および浅い(30～40mの)海底の砂礫を呼んでいる.

狂お玉砕(タマサイ玉石砕石)と呼ばれるものがあり

これは河川敷内から産出した大き荏礫を破砕したものを

言っている.

砕石とは硬い岩石を破砕し使用目的に合った粒度に

調整したもの又はその作業過程をいう.しかし砕

石と呼ばれて出荷されているものの中には地表に近く

風化して軟かく放った岩石表土の採取されたものもあ

りこれらは土地道路の造成用埋土として出荷されるこ

とがある.

砕石の用途は通路用コンクリｰト用鉄遣道床用

砂その他(埋土など)である.

2)砕石となる岩石

(1)古生代の堆積岩一般にわが国の古生代の地層は砂

岩粘板岩チャｰト石灰岩輝緑凝灰岩などから構

成されている.日本では量的には前3者が多い.こ

のうち砕石原材料として重要なのは砂岩石灰岩であ

る.

砂岩は砂粒(2～1/16mm)の膠結した岩石をいうが

岩石学的には礫岩(2mm以上)と呼ばれる粒度のものも

表題の写真は茨城県新治村地区の砕石場(地質調査所屋上から望む)

右端:機械技術研究所左端:無機材質研究所�
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砂岩の名で骨材として採掘されている･古生代の砂岩

は骨材として最良のものの1つである.ただ粘板岩と

互層をなす場合あるいは粘板岩の薄層を挾む場合は

これに適した採掘法骨材としての利用法を用うるべき

である.

粘板岩は板状に剥げる性質があるため骨材として好

ましい岩石ではないが土地造成用には利用できる.

この粘板岩も堆積後花開岩類の避入によって熱変成作

用をうけホルンフェルスに変化しているものは板状

に剥げる骨材としての悪い性質を失い塊状に破砕され

る良質の骨材となる･ときに粘板岩中に石灰質岩の

薄層を挟む場合花開岩避入作用にともなって小規模

な銅･鉛･亜鉛の鉱物の集合体を作ることがある.

このような場合砕石として岩石を採掘する際にこれら

の鉱物が酸化し酸性の排水を生じるので採掘の際には

注意を要する.

チャｰトは一般に砕石原料としては好ましくないと言

われる.恐らく硬過ぎること破砕片のエッジが鋭す

ぎることなどのためであろう.チャｰトは関東地方で

採石法による砕石としては殆んど採掘されていたいが

四国九州地方では道路用としてかなりの量が採掘され

ている.河川砂利陸砂利山砂利としてはチャｰト

は良質放ものが多い･ただし山砂利には礫表面に粘

土の薄膜が付着しているものカミありこのようなものは

セメントとの反応が悪い.この点共播り水洗など付

着粘土を落す作業が必要であろう.

石灰岩はセメント原料として重要であるが粗骨材の

砕石としても重要である.石灰石は土建用に3,690万

トン出荷されている(砕石統計年報55)｡稀に石灰岩で

MgO分を3～10%含みセメント用石灰岩としても

ドロマイトとしても中途半端な品質のものカミあり(栃木

県葛生町地区)粗骨材として利用されている･このも

のは骨材としての品質は良い.ドロマイトは年間113

万トンほど土建用に出荷された(同上).

古生代の岩石で広域変成作用をうけて生成された三

波川変成岩御荷鉾変成岩は一般に良質な骨材とはい

い難い(扁平に割れ易いので).三波川変成岩のうち緑色

片岩と呼ばれているものは内装材など建築用石材とし

て広く利用されている.

(2)中生代の堆積岩中生代の堆積岩類は砂岩粘板

岩が多くチャｰト石灰岩は少校い.骨材として重

要たのは関東地方では小仏層の砂岩(東京都神奈川県下

で採掘)である.全国的にみると四万十層群中の砂

岩(高知県下など)和泉砂岩(和歌山徳島県下)が重要で

ある.四万十層群は面目本に広く分布するが一般に

骨材の需要地から遠いので未だ充分には利用されてい

ない･最近の研究では従来古生代の地層と考えられ

てきたもののうち中生代に属することカ湖らかに在り

あるいは中生代の疑いの濃くなってきたものが多い.

(3)第三紀の堆積岩第三紀の堆積岩は古生代中生代

の堆積岩に比べて軟らかいものが多い･特に新第三紀

のものがそうである･骨材としては道路材埋土

(ウメツチ)用に用いられるものが多い.特殊荏ものと

して人造軽量骨材に用いられる頁岩がある(千葉県保田地

区).人造軽量骨材の原料として採掘されているものは

全国的にみて中生代の頁岩･粘板岩が多い.新第三紀

中新世の緑色凝灰岩は東北地方から山陰地方にかけて

裏目本側北海道オホｰツク海側関東地方西部に分布

する.この緑色凝灰岩層中の層状又は岩脈状の玄武

岩安山岩流紋岩は砕石として利用されるカミ凝灰岩

の部分はあまり採掘されていないようである｡関東地

方では神奈川県下で採石されている.

(4)第四紀の堆積岩第四紀の堆積岩では山砂利陸

砂利河砂利海砂利と呼ばれるものが採取され重要

な骨材資源となっている･千葉県君津市富津市の山

砂利は上総層灘に属する砂礫層で全国的にみても重

要匁細骨材資源である.

(5)深成岩半深成岩火成岩類のうち深成岩に属する

花商岩閃緑岩は石材としては有用であるが砕石には

向かないといわれており事実岡山県愛知県犬山地

区で僅かに採取されているに過ぎ校い･風化した花商

岩は“マサ土(真砂土)"と呼ばれ主として埋土用に採掘

される.よく締るので重用されている.マサ土は統

計上砕石として取扱われる｡大阪府福岡県福島県

下で主に採掘されている･関東地方では茨城県下で少

量採掘されている.斑糠岩は熊本県下斑岩は兵庫県

下斑岩は九州中国地方で主に採掘されている.

輝緑岩は愛知県豊橋市の東北部(三波川結晶片岩中の輝

緑岩)岩手県(輝緑凝灰岩)カンラン岩･蛇紋岩は三重

県(鳥羽市菅島)福岡県(篠乗地区)たどで主に採掘され

ている.

(6)火山岩火山岩では新第三紀の安山岩玄武岩

流紋岩(粗面岩として集計されている)が重要た骨材として

砕石として出荷されている一安山岩は砂岩についで大

量に採掘される岩石であるが産状は種々である･岩栓

状岩株状をなすものは水平方向に熔岩状岩床状の

ものは上下方向に凝灰岩集塊岩に移り変る･岩栓

状岩株状のものは径50～200m熔岩状岩床状の

ものは厚さ20～30m(稀に100m)で凝灰岩などに移り変

る.金属鉱床温泉付近では変質作用をうけて粘土化

し脆い岩石となっていることが多い.安山岩は全国

的に採掘されているが玄武岩は長崎佐賀県で主に�
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第1図

関東地方の古期堆積岩の分布図

1｡古生代の堆積岩(といわれていたもの)

2､中生代の堆積岩

a.五目市構造線

儀

駿灘･

脳1
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採掘されている.粗面岩は主として兵庫県から出荷さ

れている.

第四紀の火山岩のうちには特殊な用途に利用されてい

るものカミある･関東地方でいえば榛名浅間の軽石

(軽量ブロックの原料)伊豆大島のスコリア(軽量骨材)鹿

沼土などがそれである.

(7)変成岩広域変成岩は一般に板状に破砕されるので

砕石としては好ましくない.熱変成岩(ホルンフェルス)

は綴密質で砕石としては良質である.片麻岩は愛知県

(領家変成岩)結晶片岩は福岡県で主に採掘されている.

3関東各県の地質と砕石

関東地方1都6県の砕石状況を県別に述べる(関東地方の

地質のうち本文に特に関係深い岩石の分布を第1図第2図に示

した)

茨城県(第3図)

茨城県の古い岩石は阿武隈山地八溝山地鷲子

〔トリノコ〕山地鶏足〔トリアシ〕山地筑波山地に

分布する古生代の岩石である.

阿武隈山地はその南端部のみ茨城県に属しここに古

生層とその変成相が分布する.この古生層中の鮎川層

に属する石灰岩が目立地区で採掘されその一部が砕石

と同じ用途に出荷されている.

八溝山地鷲子山地は栃木県境にかけて分布する.

時代未詳の古生代の地層とされているが中生代の地層

の可能性もあると言われる.この山地の岩石は砂岩

粘板岩から在りまれにチャｰト石灰岩を挾んでいる.

八溝鷲子山地の岩石は砕石として良質であるカミ需要地

から遠いため現在はあまり利用されていない.鶏足山地

は北東一南西に長く海抜300～500mの山峯の続く山

地でこの山地を作っている地層は古生代二畳紀の岩石

といわれる鶏足層灘である.鶏足層群は厚さ3,500m

に及ぶ地層で上･中･下の三層に分けられる.その

構成岩石は主として砂岩頁岩で時に石灰岩チャｰト

を挾んでいる.鶏足層群の最南部近くでは砂岩か砕石

として大規模に採掘されている(岩瀬町笠間市地区).

最も南の山地は筑波山地でその地質は花闇岩などの深

成岩と古生代の砂岩などから構成されている.すなわ

ち稲田真壁の花商岩体の東南部の岩間町付近石岡町

の西方および新治郡新治村に鶏足層群の延長部分が分布

している･花開岩花開閃緑岩はこの鶏足層群延長部

に迷入し岩間町新治郡地区では古生層に熱変成作用

を与えこれをホルンフェルス化している.石岡市酉�
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方の竜神山では古生層はあまり変成を受け

ず原岩(粘板岩)に近い岩質で露出してい

る｡

茨城県で採掘されている砕石は昭和55年

約1,680万トンでありこのうち約90%は古

生代の堆積岩およびその変成相の岩石である

(八溝鷲子山地の岩石は古生層のものとしてとり

あつかった).このほかマサ土約5%閃

緑岩約2%であり角閃岩結晶片岩蛇紋

岩狂とも砕石として採掘されている.

地区別では古生層の砂岩(粘板岩を含む)

は岩瀬･笠間地区から約51%石岡市･

新治村地区から約41%出荷されている.

欝

･“

浅間山

榛名山

赤城山

州;

須

肝

紳

西茨城郡の岩瀬笠間地区(岩瀬町岩間町

七会村笠間市地域)では昭和55年13の砕石

場が操業していた.この地区には古生層

の鶏足層弾下部の笠間層が分布し同層は砂

岩･頁岩の互層から構成され一部に石灰岩

の薄層を挾んでいる･笠間層は黒雲母花筒

岩(稲田石として採石されている)の迷入を受け

これに接する付近では黒雲母ホルンフェルス

♂｡v

氏4ψ･㌔♂

菌士山㍑

櫛社舳

薩璽･

⑬麗麗･

8砕石場

⑱同上の集合地

八溝山

鷲子山.

鶏足山

8書“

･o銚

ロロ

岩登水戸

瀬間

風｡

筑波山口石岡

⑧

土b

浦

第3図茨城県の砕石場分布図

日立口

､

第2図関東地方の第四紀火山噴出物

1.玄武岩及び同質火砕岩

2､安山岩及び同質火砕岩

乱■榛名軽石原さ20c血以上の分布域

に変っている.笠間市の東北一北方の箱田片庭福

田地区では未変成匁いし軽度にホルンフェルス化した

砂岩を岩瀬町北方一北西方の門毛飯渕金山地区で

は黒雲母ホルンフェルス化した砂岩を主に採掘している.

石岡市･新治村地区では昭和55年9採石場(石岡1

新治村7筑波村1)が操業している.石岡西方の竜神

山地区では主に砂岩･粘板岩新治村(柳沢東城寺)筑

波村では黒雲母ホルンフェルス(統計上は砂岩として扱か

われている)を主に採掘している.今は採掘を中止した

カミ千代田村雪入地区では黒雲母ホルンフェルス雲母片

岩とこれに接する花筒岩の一部を採掘していた･

栃木県(第4図)

栃木県の西南部の足尾町葛生町足利市佐野市

栃木市にかけての足尾山地には広い範囲に互って古生

層カミ分布する･また県の北部鬼怒川上流部の福島県

奥会津との境付近には帝釈山地を構成する古生層が分布

する｡県の東部茨城県境には八溝鷲子鶏足山�
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地の古生層カミ存在する･これらの地区の古生層の砂岩

粘板岩は栃木県の砕石の主要な原石となっている.

目先の酉足尾山地の古生層と帝釈の古生層の間お

よび県北地区には中生代から新第三紀にかけての酸

性火成岩類火山砕屑岩類が広く分布する.また第四

紀の目先火山群高原火山郡須火山などの地区には安

山岩類同質の火山砕屑岩が広い地域を占めて露出する.

宇都宮市北西のr大谷石｣は新第三紀の酸性火山砕屑

岩(凝灰岩)を操掘するもので石材として現在約45万

トン/年出荷されている.

県の中央部南部には鬼怒川郡珂川の河川堆積物

が広い範囲をおおって分布しこれらは陸砂利として各

地で採掘されている1

昭和55年の栃木県の砕石の生産最は約2,310万トンで

これを岩種別にみると次のようになる.

砂岩砂岩･粘板岩安山岩マサ土その他

㌶┷┴┳┵�

砂岩と砂岩･粘板岩の生産は約1,000万トンでその

うちの82%は足尾山地の古生層から採掘されている.

産出地は下都賀郡岩舟町上都賀郡粟野町西方村

栃木市尻内町鹿沼市西沢町安蘇郡葛生町足利市

佐野市でこれらの地区で昭相55年に11採石場カミ活動し

ている･砂岩粘板岩の残りの18%は鷲子山地の古生

層から採取されている.

安山岩は今市市郡須郡黒羽町下都賀郡岩舟町

〉

中

之

.条

亀'ム赤城山

�

｡榛名山布.'生

前橋口

口｡

下仁田

第5図群馬県の砕石場分布図

｡砕石場

面同上の集合地

､

日光

口

八

溝

同山

口

今市

鷲子山

鹿沼

ロロ

葛生石灰岩

宇都宮

汐俗諦

り.口木

足利･卸､砕石場

佐野

第4図栃木県の砕石場分布図

宇都宮市飯山町で5事業所が採石している.マサ土は

那須郡下で採掘されている･その他と区分されている

もののうち70%以上は葛生地区の石灰岩ドロマイト

質石灰岩ドロマイト(いずれも二畳紀)で(第4図参照)

砕石の用途に出荷されたものである･その他の約30%

はけい石で軟けい石と呼ばれているものである.

採掘されているところは'佐野市足利市栃木市安

蘇郡田沼町および鹿沼市地区で対象岩石は足尾山地

を構成するいわゆるr秩父古生層｣中のチャｰト

を主とする部分と推定される･前に述べた砂

岩粘板岩にこの石灰岩などやけい石を加えると

栃木県の砕石は昭和55年において93%は足尾山地

のいわゆる古生層から供給されたことになる(な

お栃木県は北海道に次いで陸砂利の産出カミ多い.

55年570万m3).

群馬県(第5図)

群馬県の南西部埼玉長野県境部には古生

代の地層山中地溝帯を構成する中生代の地層

さらに下仁田付近にも中生代の地層が分布しこ

れらの北東側には三波川御荷鉾変成岩類が分布

する.群馬県の東部の桐生大間々地区には足

尾山地を構成する古生層カミ分布する.これらが

灘馬県の古い時代の岩石の分布範囲である.

県の西部には浅間草津白根中央部には

榛名赤城北部には･袈裟丸氏尊などの第

四紀の火山が広い範囲を占めて存在する･.高崎

市の西方の松井田町下仁田地区には広く新第三�
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紀層が分布する･以上の地区カミ灘馬県の砕石のおもな

産出地である.

県の北部には中生代上部三畳紀中生代の閃緑岩

新第三紀の流紋岩一石英安山岩安山岩一玄武岩および

これらの火山砕屑岩類が分布するが需要地に遠いため

ほとんど砕石は行なわれていない.

灘馬県の砕石は主に桐生地区高崎･富岡地区榛名

山周辺地区下仁日ヨ地区から産出し少量が沼困市の北

東方から産出する.

桐生地区の古生層は砂岩粘板岩チャｰト石灰

岩輝緑凝灰岩などからなり桐生市山岡郡大間々町で

は輝緑凝灰岩が採掘されている･県の砕石の約13%を

占めている.

高崎･富岡地区碓氷川鏑川流域の丘陵地区には新

第三紀層が発達している･これら新第三紀層のうち

板鼻層吉井層の岩石カミ数年前までは造成用などの目的

で採掘されていたが55年には採掘されていない.

榛名火山子持火山の周辺部にはこれら火山の基盤

を構成する岩石として新第三紀の噴出岩類貫入岩類

が分布しこれが吾妻郡の中之条町吾妻町北群馬郡

の小野上町群馬郡の倉渕村地区などで採掘されている.

また下仁田町西方松井町地区でも新第三紀の安山岩

類が採掘されている.

灘馬県の砕石は昭和55年に約890万トンの産出をみた.

これを砕石原石の地質時代別号種別にみると次の

ようになる.

古生層安山岩

(輝緑凝灰岩)(礫を含む)

約13%約76%

花開岩その他

約7%4%

安山岩のうち約80%は新第三紀のものであり第四紀の

ものは20%である.新第三紀のものは変朽安山岩が多

く第四紀のものは浅間火山(全安山岩の約9%)赤城火

山(約4%)武尊火山(4%)榛名火山(3%)などの安

山岩である.

群馬県の砕石のうち重要な原料資源である軽石は伊

香保火山ニッ岳の噴出物で榛名火山山頂付近から北東

方に広がっている(第2図参照).この軽石は降下軽石

でその厚さは渋川市で1～3m北群馬郡子持村を経

て赤城山北麓の昭和村赤城村で30mの厚さである.

この軽石は渋川市東村子持村昭和村赤城村で

現在採掘され軽量ブロックの原料として使用されてい

る(量としては少ない)･

画砕石場

口児玉

･｡寄居

冊.｡も

秩父

苅｡ゴ越生

武甲山石灰石

飯能

口浦和

第6図埼玉県の砕石場分布図

埼玉県(第6図)

埼玉県の児玉町一寄居町一越生町一飯能町を結ぶ線の

東側は利根川およびその支流の神流川入間川によっ

て供給された第四紀の沖積層段丘堆積層と新第三紀

中新世の堆積岩から構成されておりこの地区からは砕

石は産出しない｡しかし飯能市越生町'寄居町

児玉町藤岡市付近にはその後背地の古い時代の岩石

から供給された砂礫層によって構成された扇状地が発達

しており陸砂利の有力な賦存地となっている.

上記の線の南西側は関東山地の北縁に当たり古生代

中生代の地層三波川変成岩御荷鉾変成岩類などの古

い時代の岩石が広く分布する.ただ秩父市を中心とす

る東西南北それぞれ15kmの地区は四囲を断層に囲

まれた陥没地塊となっており新第三紀漸新世中新世

の地層が分布する･

埼玉県の砕石はこの関東山地の北縁部の地層から供給

されている.昭和55年には約780万トンの砕石が生産

されているがその原石を地質時代別にみると次のよ

うな比重で供給されている.

砂岩三波川古生代蛇紋岩その他

(含礫岩)結晶片岩輝緑凝灰岩

約73%約9%約3%約1%約14%

砂岩はすべて古生代(いわゆる秩父古生層)のもので

秩父郡皆野町両神村荒川村東秩父村から産出して

いる･輝緑凝灰岩は入間郡越生町で採掘されている.

蛇紋岩も越生町から砕石として出荷されている.その

他として示されているものは大部分石灰岩で武甲山か

ら出荷されている.

千葉県(第7図)

千葉県の地質はほとんど第三紀以後の岩層によって構

成されている･古生代中生代の岩層は僅かに銚子付

近に露出しているに過ぎない･県の南半分には第三紀�
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㌔

寺

4銚子

木更津

千葉

口

蜜山砂利

鋸山

鴨川.

･砕石場

館山亀同上の集合地

相は暗褐色堅硬級密質な珪質頁岩および珪質頁岩と堅

硬細粒砂岩との互層から匁りこれにカンラン岩(蛇

紋岩化している)閃緑岩薮れい岩玄武岩などが貫入し

ている一嶺岡層中の岩石で砕石として採掘されている

のは玄斌岩蛇紋岩で県全体g砕石の約5%を占め

ている.

保田層群は前記嶺岡層の南北両側に分布する.岩質

は凝灰岩質砂岩泥岩からなり砂岩凝灰岩をとも

匁っている･保田層灘の岩石は千葉県の最も重要な砕

石供給源であり県全体の砕石の約73%を賄なっている.

三浦層灘は房総半島の中南部(富津市一茂原市を結ぶ線

の南側)南端部(館山市付近から南)に分布し礫岩砂

岩泥岩凝灰岩凝灰質砂岩などから構成されている.

三浦層群からの砕石は県全体の約22%を占めている.

統計上は砕石として取扱っていないカミ千葉県の山砂

は全国的にみても極めて重要な地下資源である.富津

市上総湊から東北東にかけて分布する砂層は上総層灘

の市宿層のものである.この砂層は｢山砂｣としで採掘

され全国の山砂の約30%1,280万m畠を供給している.

第7図千葉県の砕石場分布図

の地層が東一西北東一南西方向に延びて分布して

いる.この新第三紀層のうちやや古い時代の岩石が

主に房総半島の西海岸で砕石として採掘されている.

県の北半分は第四紀の砂礫層ロｰム層におおわれてお

り砕石を採取できるところはない.

昭稲55年千葉県は約520万トンの砕石を出荷している.

古生代(二畳紀)の岩石は犬吠崎の酉の愛宕山北の黒

生付近に分布し構成岩はチャｰト粘板岩硬砂岩

石灰岩である･愛宕山では最近迄3業者によって砕石

が行なわれていたか昭相55年には休止している.

県南の第三紀層は古第三紀の嶺岡層古第三紀漸新

世一新第三紀中新世の保田層灘新第三紀中新世中期の

三浦層群新第三紀鮮新世一第四紀更新世前期の上総層

灘から構成されている1

嶺岡層は鴨川市から西方安房郡富山町にかけて延び

南北幅1～3ヒm東西長17kmの範囲に分布する.岩

･～o

○青梅

{五帥

且.

･砕石場八王寺

亀同上の集合地

第8図東京都の砕石場分布図

東京都(第8図)

東京都の砕石の供給地は青梅市五目市町八王子

市を結ぶ線の西側の関東山地である.

関東山地は五目市町付近を通るほぼ東西に延びる構造

線で南北に2分され(第1図の五目市構造線)その南側は

中生代の小仏層が占めている｡北側は五目市町の北方

から青梅市北西部にかけて古生層が分布し五目市町の

北西部には中生代のジュラ紀の｢鳥の巣統｣の岩石が分

布する.

東京都の砕石は五目市町の北方で主として古生代の

岩石を対象とし構造線の南側では小仏層の岩石を対象

としている.

最近の研究では五目市構造線北側のうち青梅市西方

の古生層は高水山層北小曽木層雷電山層成木層

二俣尾層に分けられるが砕石としては雷電山層成木

層中の岩石が採掘されている.両層とも砂岩頁岩

粘板岩石灰岩チャｰト輝緑凝灰岩からなっている

がこのうち砂岩に富む部分が主に採掘されている.

青梅市成木付近では砂岩(この付近では石灰岩カミ小規模に採

掘されてた)小曽木付近では主として砂岩･粘板岩の

互層(石灰岩輝緑凝灰岩のレンズ岩体を挾んでいる)を採掘

している.青梅市の西方西多摩郡奥多摩町地区では

石灰岩輝緑凝灰岩粘板岩に富む地層を採掘している.

五目市町養沢目の出町大久保地区では古生層は砂

岩粘板岩からなりこの砂岩を採掘している.大久

野地区では砂岩が非常に厚く500m以上に達しこの�
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間粘板岩をほとんど挾んでいない.

青梅市成木地区では四方を断層によって画された中生

代の地層(立ヶ谷層)が古生層中に存在している.黒色

を呈する砂岩粘板岩からなる地層でこの地層も採掘

されている.

五目市構造線の南側では中生代の小仏層の岩石を採掘

している.この地区の小仏層は佐野川層与瀬層

恩方層城山層に分けられる.五目市町の西方(五目

市町戸倉檜原村本宿)では恩方層の砂岩を砕石として採

掘している.恩方層は砂岩および縞状の砂岩･粘板

岩互層からなり稀に礫岩を挾んでいる.採掘の対象

となっている砂岩は厚さ100～500mで上盤下盤は砂

岩･粘板岩互層である.

八王寺地区では八王子市美山町下恩方町小津町

で盛んに砕石カミ行政われている･美山町付近で砕石の

対象となっている恩方層は砂岩層と砂岩･粘板岩の互層

からなり砂岩層は厚さ100～500mである.砂岩層は

厚さ5～20cmの砂岩の部分と1～2cmの粘板岩のリ

ズミカルな縞状構造を放しておりタｰビダイト砂岩で

ある(写真参照).砂岩は青灰色中粒の硬堅な岩石で

砕石としては最良質のものの1つである.

数年前には浅川町地区で小仏層灘中の与瀬層に属す

る粘板岩チャｰト輝緑凝灰岩が採掘されていた.

昭和55年東京都下で採掘された約1,330万トンの砕

石を地質時代別にみると古生層の岩石約53%中生層

の岩石約47%であった･東京都の砕石業者は23で青

梅地区11約60%五目市町地区6約20%八王子地区6

約20%となっている.東京都下ではこのほか石灰岩

が約130万トン余り砕石として出荷されている.さら

に伊豆大島町差木地では玄武岩質スコリアカミ軽量骨材と

して採掘されている.

山北

⑧口

小凹屋

し

南⑧

□

秦野

厚木

画砕石場

剛司上の集合地

第9図神奈川県の砕石場分布図

神奈川県(第9図)

神奈川県の砕石の産地は三浦半島地区と丹沢山塊

の周辺部地区に集中している.神奈川県の昭和55年の

砕石出荷は約1,750万トンである.

三浦半島地区の砕石は横須賀市周辺の新第三紀前期

中新世の葉山層灘後期中新世の三浦層鮮の砂岩頁岩

が採掘の対象となっている.この三浦半島地区からの

砕石の産出は県全体の約4%である.

神奈川県西部の丹沢山塊は丹沢層灘と呼ばれている

新第三紀前期中新世の緑色凝灰岩類およびこれに伴た

う安山岩類さらにこれらに避入し変成作用を与えた

花開閃緑岩からなりたっている.この丹沢山塊の北東

部には中生代白亜紀の小仏層灘東部には中期中新世の

愛川層群南部には山北町付近に新第三紀前期鮮新世

の足柄層灘が分布している.

古い時代の岩石から述べる.小仏層灘は相模湖北方

から厚木市北方にかけて北西一南東方向に分布する･

小仏層群は砂岩粘板岩を主とする地層で津久井郡

相模湖町津久井町域山町愛甲郡愛川町などで採掘

されている･小仏層群からの砕石は県全体の約36%を

占める.

丹沢層群は小仏層群の南西部に分布し大山秦野市

北方山北町北部に分布する.丹沢山塊中央部には

東西30km南北10kmに亘り花商閃緑岩カミ丹沢層群中に

迷入し熱変成作用を与えこれを変成岩類に変えてい

る･丹沢山塊の東･南では丹沢層群は安山岩質角礫

岩同質凝灰岩および安山岩の貫入岩からたっている.

丹沢層群の中部層の大山互層群は秦野市北方西方

足柄上郡松目ヨ町で丹沢層群上部層の煤ケ谷重層は伊

勢原町西部厚木市七沢愛甲郡清川村で砕石が行なわ

れている･丹沢層灘の砕石は県全体の約15%である.

中新世愛川層群は丹沢層鮮の東に分布し砂岩礫岩

安山岩などからなり厚木市西方愛甲郡愛川町で採掘�
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第1表

関東地方の県別地質･岩石別砕石状況

(単位万トン)

年度

骨材供給量(100万トン)

砂利の占める比率(%)
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55､第2表全国骨材供給の

834推移･通産省生活産業

48.5局窯業建材課推計による

されている.県全体の約10%を占める.

山北町の北西方では新第三紀前期鮮新世に属する恩柄

層群中の礫岩層が採掘されている･足柄層群は酒匂川

の北岸沿いに松田町山北町を経て静岡県小山町に

至る閻に分布し砂岩礫岩を主としその北側は丹沢

層群と逆断層で接している.砕石の行狂われているの

は山北町酉方酒匂川の支流の河内川と鮎沢川の合流

点の西から県境迄の閻である.採掘の対象となってい

るのは足柄層群上部層中の礫岩層で大一中礫の多い部

分である.この部分は幅80Cmで走向N20～50.E

傾斜50～70“Wに延びている.また同じく山北町

谷峨地区では足柄層群中の安山岩熔岩を採掘している.

足柄層群の礫岩は県砕石の約33%を供給している.

箱根火山の噴出物は小田原市足柄下郡真鶴町地区

で採掘されている.県全体の約2%である･

第3表関東地方の砂利の生産

単位,1000m3#�河砂利�山秒利�陸砂利�海砂利�その他

全国計�39050�43600�55,700�38,900�3,OOO

関東計�5,840洲�15,100�12,000�35�1,000

茨城��'500�2,600��

栃木､���5,700��

群馬���1,550��

埼玉���900��

千葉��12,800��10�

東京��300�50�25�

神奈川��1,500�1'200��

註1m3は約1.55トン

榊1級河川から5,720m3,2級河jllから120m3

4おわりに

以上述べた関東地方の砕石の状況を県別地質･岩

石別の表で示すと第1表のようになる･ただしこの

表は筆者が種々の資料をもとにして作成したもので全

く個人的な資料であり参考として御覧いただきたい･

関東地方では古生代の堆積岩が砕石としては特に重要

で全生産の60%近くを占めている.これは砂岩を主

とするカミ石灰岩ドロマイトけい石(チャｰト)も多

く出荷されている.石灰岩ドロマイトの砕石として

の出荷は関東地方が九州地方(沖縄を含む)と並んで全

国で最も多くその大部分は栃木県の葛生地区から生産

されたものである.

砕石業の見通しについて述べる･全国的にみて河

砂利陸砂利山砂利海砂利の総生産量に占める比率

は年々減少してきている(第2表ただし関東地区は54年度

までは増加).この傾向は今後も続くものと推定される･

す校わち砕石の重要性はますます高くなることになろう･

関東地方の砕石業については①価格輸送の問題カミあ

り他の条件(環境間題など)を別にすれぱ現在の砕石

供給地(1つ1つの砕石場でなくある広がりの区域を考える)

は漸増の状況で生産供給を続けるものと思われる.

②将来の新らしい砕石供給地としては阿武隈鷲子

鶏昆足尾秩父の各山地の古生代の砂岩丹沢山塊北

部に発達する中生代(小仏層)の砂岩下仁田松井田

渋川市の奥の安山岩地区が重要となろう.

灘欝鵠活産業局)の資料から

〔付記〕

参考のため関東地方の昭和55年度の砂利生産について

簡単にまとめ第3表に示す.�


